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成果報告会の様子 懇親会における横溝JAEA理事による乾杯

中性子産業利用推進協議会　活動報告

●2013年度総会および2012年度成果報告会

庄山副会長と土屋文部科学省局長の挨拶

J-PARC/MLFの2013Bにおける課題申請状況

図1  2013Bにおける申請課題の申請元分類と装置別申請状況

課題申請件数：２５５件
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中性子実験装置の紹介

図1　BL05の3本のビームブランチ

図2　中性子スーパーミラー導管

図3　TPC検出器で捉えた中性子崩壊のイベント
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●J-PARC
BL05  中性子光学基礎物理測定装置（NOP）
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偏極中性子小角散乱実験によるカイラルソリトン格子の観測
●J-PARC

研究トピックス

図1　(a)零磁場中でのカイラルらせん磁気構造および
(b)磁場中でのカイラルソリトン格子

図1　天保小判のミュオンＸ線スペクトル

ミュオン技術の紹介

ミュオンＸ線を利用した物体内部非破壊元素分析
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図２　[1,1,-1]方向における/(q)プロファイル
赤色は入射中性子のスピンP0//[1,1,1]、
青色はP0//[-1,-1,-1]の場合
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図1　Sr1-xLaxFe12-xCoxO19（x=0）のFe3+ごとの磁気モーメント（mT）
と8 Kでの磁気モーメント（m8K）との比の温度依存性

六方晶フェライトの磁気モーメントの温度依存性
●JRR-3
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単結晶Ni基超合金タービンブレードの損傷評価

光導波モードセンサー用糖鎖ポリマー高分子薄膜の構造解析

図2　各状態のイメージ図図１　光導波モードセンサーの模式図

図1　（a）未使用材および（b）1273-160MPaクリ－プ中断材の
SEM組織

（1） 乾燥状態 （2） 水和状態 （3） レクチン希薄溶液中
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図２　未使用材の002および200回折のプロフィル

図3　160MPaクリープ中断材の002および200回折のプロフィル

研 究 会 活 動 報 告
●物質科学研究会

7月31日（水）に研究社英語センターにおいて、茨城県中性子利用
促進研究会、J-PARC/MLF利用者懇談会ならびにCROSS東海と共
催、SPring-8利用推進協議会の協賛で物質科学研究会を開催しまし
た。2年振りの開催であることを考慮し、第1部ではJ-PARCや
JRR-3の粉末構造解析装置の現状と利用制度について、CROSSの福
嶋喜章氏、JAEAの松江秀明氏、茨城大学の石垣徹教授、ならびに、
東北大学の大山研司准教授にご紹介いただきました。第2部では、
粉末構造解析装置による産業利用をテーマに、日産アークの今井英
人氏と東芝の笹川哲也氏に電池材料について、富士通研究所の若村
正人氏に高性能光触媒について、岡山大学の中西真教授にＹ型フェラ
イト電磁波吸収材について、それぞれ講演していただきました。43

●茨城県中性子利用促進研究会集合組織評価分科会

8月28日(水)に研究社英語センターにおいて、軽金属学会「加工
と熱処理による優先方位制御研究部会」、茨城県中性子利用促進研
究会、中性子産業利用推進協議会、CROSS東海、J-PARC/MLF利
用者懇談会の共催、SPring-8利用推進協議会の協賛で集合組織評
価分科会を開催しました。この分科会は、iMATERIAにおいて進め

ている金属材料の集合組織測定技術の開発状況を報告して試料形
状、試料環境、測定方法、データ処理方法などについて利用者と議
論し、今後の開発に活かすことを目的に開催しました。関係する研
究事例と装置開発に関して合計5件の報告があり、非常に活発な議
論がありました。参加者は27名でした。

●ソフトマター中性子散乱研究会

9月6日(金)に研究社英語センターにおいて、茨城県中性子利用促
進研究会、CROSS東海の共催、J-PARC/MLF利用者懇談会と
SPring-8利用推進協議会の協賛で平成25年度第１回ソフトマター中
性子散乱研究会を開催しました。前回に続き「難解な散乱像の可視
化」をテーマに、チュートリアルとして、非晶質材料の構造可視化、
シミュレーションによるメソ構造の予測、ならびに、中性子散乱とＸ
線散乱の相補的利用の3件の講演がありました。それに続いて、
iMATERIAにおいて進められている小角散乱測定装置の紹介があり、
最後に、燃料電池に関する産業界の取り組みについて2件の講演が
ありました。46名の参加者があり、いずれの講演においても非常に
活発な質疑がありました。

名の参加者がありましたが、市場の大幅な拡大が見込まれている電
池材料に関しては講演時間を超えて活発な質疑と議論がありました。
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●中性子実験技術基礎講習会（レベル１講習会）

日時：平成25年11月22日（金）9:55-16:50
会場：研究社英語センター中会議室
受講料：10,000¥（協議会会員企業と学生の方は無料です）
中性子産業利用推進協議会と日本中性子科学会が主催し、原子力
機構量子ビーム応用研究部門が共催で、「中性子実験技術基礎講習
会（レベル１講習会）を開催します。中性子の産業利用、中性子の基礎、

単結晶構造解析、粉末構造解析、小角散乱（ハードマター）、小角散
乱（ソフトマター）、反射率測定、残留応力測定、ラジオグラフィ、
即発ガンマ線分析の10件のテーマで中性子実験技術の初心者向け
の講義を行います。中性子実験技術の基礎を学びたい方のご参加を
お願い致します。

●日本中性子科学会2013年会

日時：平成25年12月12日（木）-13日（金）
会場：さわやかちば県民プラザ（千葉県柏市柏の葉）
日本中性子科学会が主催し、中性子産業利用推進協議会も共催で
2013年会を開催します。中性子の産業応用関係では、成果を報告

する「産業利用シンポジウム」で4件、産業界のニーズと学術界のシー
ズを紹介する「産業利用セミナー」では4件の講演があります。また、
産業利用デスクでは各企業からの利用相談を行います。多くの皆様
のご参加をお待ちしています。

●磁性材料研究会

日時：平成25年12月20日（金）13:00-17:00
会場：研究社英語センター大会議室
中性子産業利用推進協議会や茨城県、CROSS東海、J-PARC/MLF
利用者懇談会が主催し、SPring-8利用推進協議会が協賛して「バルク
磁性材料の内部構造に迫る」をテーマに開催します。J-PARC/MLFの

BL22イメージング装置の建設状況とBL15「大観」の利用状況の紹
介に続き、ナノ磁性材料の反射率法、小角散乱法、粉末回折、単結
晶構造解析による広い空間スケールに亘る階層構造や次元性の評価
について議論します。 

●非破壊検査・可視化・分析技術研究会

日時：平成25年11月5日（火）13:00-17:00
会場：研究社英語センター大会議室
中性子産業利用推進協議会や茨城県、CROSS東海、J-PARC/MLF
利用者懇談会が主催し、SPring-8利用推進協議会が協賛して「小型
中性子源の活用-理研小型中性子源システムRANSが拓く新たな中

性子利用- 」をテーマに開催します。J-PARC/MLFにおけるイメージ
ングに関する装置や利用成果に関するトピックスの紹介に続き、理
研チームによりRANSの現状と将来展開について紹介していただき
ます。 

●茨城県磁石材料のその場構造解析分科会

日時：平成25年10月22日（火）13:30-18:00
会場：エッサム神田ホール
茨城県が主催し、中性子産業利用推進協議会やCROSS東海、
J-PARC/MLF利用者懇談会が共催し、SPrng-8利用推進協議会が
協賛して「磁石材料のその場構造解析研究」をテーマに開催します。

茨城県材料構造解析装置「iMATERIA」では元素戦略プロジェクトに
先行して、稀少元素レスの磁石材料の開発のために周辺装置の整備
を進めています。今回は茨城県プロジェクト研究と元素戦略プロジェ
クトが共同で新しい磁石材料の研究開発推進について幅広く議論し
ます。 

●平成24年度茨城県BL・CROSSトライアルユース成果報告会

日時：平成25年10月18日（金）10:00-17:00
場所：化学会館ホール
茨城県と総合科学研究機構（CROSS東海）が主催、中性子産業利

用推進協議会、茨城大学フロンティア応用原子科学研究センターな
らびにJ-PARC/MLF利用者懇談会が共催、J-PARCセンターと原子

力機構量子ビーム応用研究部門の協賛で開催します。茨城県BLであ
るiMATERIAとiBIXにおける利用成果、ならびに、CROSS東海が
取り纏めているトライアルユース制度を利用しての成果をそれぞれ５
件ずつ報告し、議論していただく予定です。

●生物構造学研究会

日時：平成25年10月9日（水）13:00-17:30
場所：エッサム神田ホール
中性子産業利用推進協議会や茨城県、CROSS東海、J-PARC/MLF
利用者懇談会が主催し、日本学術振興会 第169委員会 中性子回折
小委員会、新世代研究所 水和ナノ構造研究会が共催し、SPring-8

利用推進協議会が協賛して「タンパク質のダイナミクス」をテーマに
開催します。中性子スピンエコー法によるダイナミクス研究について
JAEAの中川洋氏と京都大学の井上倫太郎助教に講演していただきま
す。また、帝人ファーマの上村みどり氏にFMO計算について、東京
大学の藤田誠教授に結晶スポンジ法について講演していただきます。

お 知 ら せ
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